
令和５年度８月全校集会校長講話 

令和５年８月３１日（木） 

 

 皆さん、おはようございます。校長の鴨志田新一です。３５日間の夏休みが終わり、今

日から学校が再開します。 

 この夏は、今もそうですが、記録的な猛暑でした。９月以降も暑い日が続きます。水分

をしっかり取り、体調管理には留意ください。 

 

 さて、明日、９月１日は防災の日です。１９２３年 大正１２年の９月１日 土曜日 

１１時５８分に関東地方に大きな地震が発生しました。いわゆる関東大震災です。死者、

行方不明者を併せて、約１０万５千人に上るということです。 

 丁度、お昼時ということもあり、各家庭で、お昼の準備で、火を使っており、大規模な

火災が発生しました。建物の倒壊だけでなく、火災などによる被害で、多くの人が亡くな

ったということです。 

 また、９月は台風などの災害も多いことから、１９６０年 昭和３５年から、９月１日

を防災の日とし、地震や水害などの災害の対する心構えを準備する日となりました。明日

の９月１日は、その関東大震災の発生から、１００年目にあたります。 

 

 日本では、２０１１年 平成２３年の東日本大震災をはじめ、２０１６年 平成２８年

の熊本地震、２０１８年 平成３０年の北海道胆振（いぶり）東部地震、など大きな地震

が起きています。 

 いつ関東地方にも大きな地震が到来してもおかしくありません。 

 日頃から、地震などの災害への備えを怠らないようにしましょう。 

 

 我が家でも、避難用具は常備し、子供が学生の頃は、もし、ばらばらに避難しても、避

難所のどの場所で落ち合うか決めていました。 

 皆さんは、自分の住居の避難所を知っていますか。 

 地震や水害によっても、避難所は違います。今日、家に帰ったら、避難所を確認し、避

難所までの道のりも確認してください。 

 

 さて、話は変わります。今日は、行動と感情について、お話をします。 

 アメリカの心理学者の最高権威者であるウィリアム・ジェームスという今から１００

年以上前に活躍した人物が、次のような言葉を残しています。 

 

 「自分の行いが変化をもたらすように行動せよ。それが変化をもたらすのだ。」 

 

 一般に行動は、感情に従うように思われています。例えば、勉強をしたいという感情が

生まれてこないと、実際に机に向かうという行動に移らないと思われています。 



 しかし、実際には、行動と感情は同時に働くのです。「決心」することで、即座に感情

を変えることはできませんが、行動を変えることは可能です。 

 そして、行動を変えれば、感情の方も自然に変わるということです。 

 

 だから、悲しくなったり、落ち込んでいるときに、自分の元気を取り戻す秘訣は、いか

にも楽しそうな様子で動き回ったり、しゃべったりしながら、元気であるかのようにふる

まうことです。 

 スポーツなどでも、大声を出すと、やる気が湧いてくることもあるでしょう。科学的根

拠はないといわれていますが、心理学的根拠はあるかもしれません。 

 

 自分でも試してください。満面の笑みを浮かべ、大きく深呼吸をして、歌の一節を口ず

さんでみてください。 

 

 「楽しいから笑うのではない。笑うから楽しいのだ」 

 

 朝、学校に登校するときもしっかりと背筋を伸ばして、元気よく歩いてきたらどうでし

ょうか。そして、大きな声であいさつをしてみましょう。 

 笑顔をつくりましょう。行動することで感情を変えましょう。 

 きっと素敵な一日になると思います。 

 

 最後に「凡事徹底」について話します。７月の全校集会でもお話をしました。 

 人として当たり前のことを当たり前にする。人間として生きる上でのマナー、明るいあ

いさつ、大きな返事、品のある服装、時間を守る。 

 こうした行動により、高い志が生まれ、品格のある人間となることができます。 

 是非、意識して行動してください。 

 

 「自分の行いが変化をもたらすように行動せよ。それが変化をもたらすのだ。」  

 

 毎回、全校集会で私が話した原稿は、学校のホームページの「校長室より」に掲載して

あります。もし、気になったら参考にしてください。 

 

 私からは以上です。 


